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令和3年度 第1回 東京都保険者協議会 医療計画等検討部会 会議要旨 

 委員定数 18名 

 

1 開催日時  令和3年4月23日（金） 午後3時57分～午後4時39分 

 

2 開催会場  Web会議形式にて開催（AP市ヶ谷 5階Dルーム） 

 

3 出 席 者  【14名】  全国健康保険協会東京支部代表   3 名 

         健康保険組合代表         2名 

         国民健康保険の区市町村代表    2名 

                  国民健康保険組合代表       2名 

         共済組合代表           2名 

         東京都後期高齢者医療広域連合代表 1名 

         健康保険組合連合会東京連合会代表 1名 

         東京都国民健康保険団体連合会代表 1名 

 

4 会議次第 

○開  会 

○東京都保健医療計画中間見直し素案について 

 【東京都福祉保健局 医療政策部医療政策課担当者から説明】 

○東京都保健医療計画中間見直し素案に対する意見照会に係る今後のスケジュール等 

 について 

○閉  会 

 

5 会議要旨 

（事務局） 

≪開 会≫ 

・東京都保険者協議会医療計画等検討部会設置運営要綱第9条（会議録等の取り扱い）に 

 ついて説明 

・議決権を有する委員（代理人含む）18名中現在14名出席のため、東京都保険者協議会  

 医療計画等検討部会設置運営規程第7条基づき、過半数に達していることをご報告 

 

≪東京都保健医療計画中間見直し素案について≫ 

  【資料1】を用いて東京都福祉保健局医療政策部 医療政策課課長代理（保健医療計画担当）

から説明 
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（部会長） 

 東京都から説明があったが、質問・意見があればお願いしたい。 

 

（健康保険組合を代表する委員） 

この後、5月にパブリックコメントで発表になる循環器病対策の部分について、現時点におい

て、どのような内容や趣旨になるのか、可能であれば概略を伺いたい。 

 

（東京都福祉保健局 医療政策部医療政策課課長代理（保健医療計画担当）） 

  循環器病対策の計画について、来週に検討部会を行うため、これから検討を進めていくとこ

ろである。 

  ただ、国の計画の方向性として、脳卒中も心血管疾患も同じ循環器病というところで、総合

的な施策を推進する必要があるとなっているので、東京都もそのような方向性に沿った形とす

ると思う。 

  今の段階で具体的なものが申し上げられないが、今後検討が進んだら、情報提供いたしたい。 

 

（部会長） 

  私が保険者協議会の会長ではなく国保連合会の専務理事として委員を務めている、第1回東京

都循環器病対策推進協議会が先日行われ、その具体的な内容が部会にて検討されているので、

その結果が反映された5月中旬頃の第2回東京都循環器病対策推進協議会が終わったら情報提供

する予定である。 

 第1回の会議では、今国保において、糖尿病の重症化予防にかなり取り組んでいて成果も上が

っているが、循環器については取り組んでいるところが少なく、この計画が東京都から出れば、

保険者協議会でも循環器についても重症化予防や取り組みを共有していきたいという話をした。

また、次の課題となるが、保健活動部会あるいはデータ分析部会でも今後検討していただきた

い。 

 

（健康保険組合を代表する委員） 

 引き続き注視していきたい。ありがとうございます。 

 

（部会長） 

 他に質問・意見はあるか。 

 

（全国健康保険協会東京支部） 

参考資料で示されている見直しの視点が一番のポイントになると思う。特に視点2で、感染症

対策、あるいはICTの推進に触れてあるが、これを具体的にどのような形で推進されるかという

ことがその他の施策にも随分大きく影響してくると思う。形はあるが本当に推進がなされてい
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るのかという点について、やや疑問があり、どういう形で進めるかというところも大きなポイ

ントだと思っているので、その辺りの方向性を伺いたい。 

 

（東京都福祉保健局 医療政策部医療政策課課長代理（保健医療計画担当）） 

感染症対策について、いろいろな分野に関連している対策なので、今回の素案の中でも、各

項目に散らばっている。 

 例えば、周産期、小児や救急医療の分野についても、今行っている取り組みやその反省を踏

まえて、今後どのようにつなげていくかというところを、今回の中間見直しの段階では、“検討

を進める”という書き方としている。感染症対策として、まとめて施策を1本化して項目を立て

ているのではないので分散している。 

 

（全国健康保険協会東京支部） 

議論の過程では、東京版のiCDCを立ち上げて、そこを司令塔にして強力な調整・推進をやっ

ていくというお話はあったが、実際、iCDCの内容を見ると、政策提言のためのブレーン的な機

能であると思うが、実際に医療業界とか関係者が苦労されているのは調整機能の分野だと思う。 

調整力は危機管理の一番大切なところだと思うので、その辺りは整理がなされているのか。

なおかつスピードを要する話なので、もう少しスピードアップして進めていかれるのか教えて

いただきたい。 

 

（東京都福祉保健局 医療政策部医療政策課課長代理（保健医療計画担当）） 

そのとおり、東京iCDCは、司令塔として平時から有事に切替えが速やかにできるようにと立

ち上げた組織なので、そちらを中心とする形にはなると思う。いただいたご意見は所管課にも

伝えさせていただく。 

 

（全国健康保険協会東京支部） 

難しいと思うが、どうぞよろしくお願いしたい。 

 

（部会長） 

他に質問・意見はあるか。 

（特になし。） 

  

（部会長） 

  事務局から今後のこの外来医療計画のスケジュールを、調整会議含めてお願いしたい。 
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（事務局） 

≪今後のスケジュールについて≫ 

【資料2】を用いて説明 

 

（部会長） 

  尾形先生の部分をもう少し説明してほしい。 

 

（事務局） 

  皆様からいただいた素案と循環器に対するご意見を事務局にて取りまとめたものを、「尾形先

生ご相談」として6月中旬にご相談に伺うことを予定している。相談を経て専門的なご意見を踏

まえたものを皆様に展開できるように調整している。 

 

（部会長） 

  質問・意見等はあるか。 

    （特になし。） 

 

本日の意見等について、事務局はとりまとめをお願いしたい。 

 

（部会長） 

≪閉 会≫ 

以上で本日の議事はすべて終了とする。 

 

 

 

                  閉  会 

 


